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外
国
語
音
の
仮
名
表
記
工
藤
力
男
要
旨
中
国
の
通
信
機
器
企
業
「
華
為
＝H
U
A
W
EY
」
の
中
国
語
音
を
、
日
本
の
報
道
機
関
は
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
」
と
読
み
か
つ
書
く
。
ス
ペ
イ
ン
の
人
名 ‘D
on Juan’
を
、
日
本
で
は
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」
と
書
い
て
き
た
。
朝
鮮
の
地
名
「
江
華
」
を
、
日
本
で
は
か
つ
て
「
カ
ン
ホ
ワ
」
と
書
い
て
い
た
が
、
近
年
は
「
カ
ン
フ
ァ
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
例
を
通
し
て
、
日
本
に
お
け
る
外
国
語
、
特
に
ハ
行
音
の
仮
名
表
記
に
つ
い
て
考
え
る
。
外
国
語
を
日
本
語
の
中
で
用
い
る
に
際
し
て
、
片
仮
名
は
有
力
に
し
て
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
各
言
語
の
音
韻
体
系
が
異
な
る
の
で
、
難
し
く
不
安
定
な
面
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
は
じ
め
の
二
つ
の
節
は
本
論
の
導
入
部
に
相
当
し
、
西
洋
人
の
名
を
仮
名
書
き
す
る
際
に
生
じ
た
、
長
音
の
扱
い
に
関
す
る
前
稿
の
補
論
で
あ
る
。
中
国
語
に
つ
い
て
、
ピ
ン
イ
ン
表
記
は
『
岩
波
日
中
辞
典
』（1983
）
に
よ
る
。
紀
年
は
、
本
文
中
で
は
元
号
に
よ
る
が
、
括
弧
内
に
文
献
の
刊
行
年
な
ど
を
記
す
と
き
は
キ
リ
ス
ト
暦
に
よ
る
。
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１　
「
ケ
ネ
デ
ィ
と
ガ
ウ
デ
ィ
」
補
論
大
修
館
書
店
の
月
刊
雑
誌
『
言
語
』
第
10
巻
10
号
（1981.10
）
が
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
言
語
」
を
特
集
し
た
と
き
、
編
集
部
の
求
め
に
応
じ
て
届
い
た
原
稿
八
篇
の
題
で
は
、
す
べ
て
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
に
も
触
れ
て
、
わ
た
し
は
「
ケ
ネ
デ
ィ
と
ガ
ウ
デ
ィ
―
―
辞
苑
閑
話
・
八
―
―
」
を
『
成
城
文
藝
』
243
号
（2018.4
）
に
発
表
し
た
（
以
下
、
こ
れ
を
「
前
稿
」
と
呼
ぶ
）。
前
稿
執
筆
の
契
機
は
、
ア
メ
リ
カ
の
第
三
十
五
代
大
統
領
Ｊ
Ｆ
Ｋ
の
暗
殺
か
ら
五
十
四
年
を
経
て
、
事
件
に
関
す
る
機
密
文
書
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
事
件
は
、
そ
れ
が
起
こ
っ
た
町
の
名
に
よ
っ
て
「
ダ
ラ
ス
事
件
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
字
幕
に
は
「
ケ
ネ
デ
ィ
」
と
あ
る
一
方
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
一
貫
し
て
語
末
の
延
び
た
「
ケ
ネ
デ
ィ
ー
」
で
あ
っ
た
。
ダ
ラ
ス
事
件
を
詠
ん
だ
短
歌
三
首
が
講
談
社
版
『
昭
和
萬
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
首
を
次
に
掲
げ
る
。
銀いち
杏やう
落
葉
の
上
に
散
り
た
る
号
外
に
ケ
ネ
デ
ィ
は
ま
だ
生
き
て
笑
へ
り
初
句
こ
そ
字
余
り
で
あ
る
が
、
第
二
句
以
下
に
は
字
余
り
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、「
ケ
ネ
デ
ィ
」
は
三
拍
語
な
の
で
、
わ
た
し
の
言
語
感
覚
で
は
、
第
四
句
は
字
足
ら
ず
で
あ
る
。
詠
者
は
「
ケ
ネ
デ
ィ
」
を
四
拍
語
と
し
て
詠
ん
で
定
型
句
の
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
そ
う
推
測
し
た
。
前
稿
の
標
題
に
用
い
た
も
う
ひ
と
り
の
外
国
人
「
ガ
ウ
デ
ィ
」
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
著
名
な
建
築
家
で
あ
る
。
こ
の
人
名
を
詠
ん
だ
俳
句
を
、
『
カ
ラ
ー
版
新
日
本
歳
時
記
・
冬
』（
講
談
社　
1999
）
か
ら
借
り
て
、
拙
著
『
季
語
の
博
物
誌
』（2017　
和
泉
書
院
）
の
十
二
月
十
四
日
条
に
載
せ
た
。
大
く
さ
め
ガ
ウ
デ
ィ
の
塔
ゆ
ら
し
け
り
こ
の
句
の
中
七
が
、
わ
た
し
の
感
覚
で
は
字
足
ら
ず
な
の
で
、「
ガ
ウ
デ
ィ
の
塔
を
」
か
ら
助
詞
「
を
」
が
誤
脱
し
た
の
か
と
も
考
え
た
。
そ
こ
で
、「
字
足
ら
ず
の
ま
ま
引
い
た
」
と
附
言
し
た
の
だ
が
、
あ
ま
た
の
現
代
俳
句
の
中
か
ら
あ
え
て
そ
の
よ
う
な
句
を
選
ん
だ
の
だ
か
ら
、
歳
時
記
の
編
者
は
こ
れ
で
よ
し
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
詠
者
も
編
者
も
こ
れ
を
字
足
ら
ず
と
は
感
じ
な
い
の
だ
。
上
記
の
二
つ
の
固
有
名
詞
で
は
、
一
拍
を
表
記
す
る
は
ず
で
あ
る
「
デ
ィ
」
を
二
拍
に
読
む
こ
と
を
求
め
て
い
る
ら
し
い
。
前
稿
は
、
そ
れ
を
直
接
の
対
象
と
し
て
論
じ
な
が
ら
、
日
本
語
音
韻
史
に
お
け
る
ダ
行
音
の
変
化
に
も
言
及
し
、
そ
れ
と
仮
名
表
記
と
の
ず
れ
を
考
え
た
の
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で
あ
っ
た
。
以
上
、
本
学
会
会
員
の
多
く
の
方
は
、
前
稿
の
掲
載
誌
を
容
易
に
は
手
に
し
え
な
い
と
思
う
の
で
、
本
論
に
先
だ
っ
て
説
明
し
た
。
２　
長
音
符
号
の
行
方
横
文
字
か
ら
借
り
た
語
に
つ
い
て
、
従
来
用
い
ら
れ
た
語
末
の
長
音
符
号
「
ー
」
を
省
く
傾
向
が
あ
る
。
前
節
に
挙
げ
た
短
歌
・
俳
句
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
弊
害
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
る
。
飛
田
良
文
・
佐
藤
武
義
両
氏
の
編
集
に
成
る
『
現
代
日
本
語
講
座
』
（
明
治
書
院
）
と
題
す
る
六
巻
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。
そ
の
「
第
６
巻　
文
字
・
表
記
」（2002
）
に
は
、
十
人
の
執
筆
者
に
よ
る
十
篇
の
論
稿
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
「
符
号
の
問
題
」
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
も
長
音
符
号
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
し
、「
デ
ー
タ
」
に
至
っ
て
は
、
も
は
や
「
デ
ー
タ
ー
」
を
見
か
け
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。（p.117
）
こ
れ
は
、「
デ
ー
タ
」
が
ラ
テ
ン
語
のdata
に
由
来
す
る
こ
と
に
思
い
至
ら
ぬ
誤
認
に
よ
る
発
言
で
あ
る
。
別
の
筆
者
に
よ
る
「
外
来
語
の
表
記
」
に
も
次
の
記
述
が
あ
る
。
語
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
も
の
の
、
デ
ー
タ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
は
共
通
し
て
ー
を
省
略
す
る
傾
向
の
あ
る
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。（p.166
）
こ
ん
な
初
歩
的
な
勘
違
い
の
記
述
が
、「
講
座
」
と
銘
打
つ
書
物
に
堂
々
と
載
る
日
本
語
学
の
現
実
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
か
が
長
音
符
、
と
侮
れ
な
い
の
で
あ
る
。
外
来
語
の
表
記
に
関
し
て
、
半
世
紀
以
上
も
前
に
書
か
れ
た
発
言
が
あ
る
。
金
田
一
春
彦
『
新
日
本
語
論
』（
筑
摩
書
房　
1966
）
で
あ
る
。
序
章
が
「
日
本
語
は
乱
れ
て
い
る
」
と
い
う
が｣
と
題
さ
れ
て
お
り
、
「
あ
と
が
き
」
に
見
え
る
執
筆
の
趣
旨
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
昭
和
卅
年
代
に
か
ま
び
す
し
か
っ
た
、
日
本
語
の
乱
れ
論
や
国
字
問
題
論
争
に
対
す
る
、
金
田
一
氏
の
一
つ
の
「
答
案
」
と
も
い
う
べ
き
書
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
刊
行
直
後
に
共
感
し
て
読
ん
だ
は
ず
だ
が
、
細
部
に
つ
い
て
の
記
憶
は
消
え
去
っ
て
い
た
。
最
近
、
別
の
目
的
で
手
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
て
い
て
、
あ
る
記
述
に
再
会
し
た
。
少
し
長
く
な
る
が
、
第
三
篇
の
「
第
五
章　
現
代
日
本
語
の
文
字
に
つ
い
て
」
か
ら
引
く
。
戦
後
の
か
な
づ
か
い
で
こ
と
に
よ
く
な
い
の
は
外
来
語
で
、
カ
ル
シ
ュ
ー
ム
を
カ
ル
シ
ウ
ム
と
書
き
、
カ
リ
ュ
ー
ム
を
カ
リ
ウ
ム
と
書
く
類
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
代
語
音
を
考
え
ず
に
、
原
語 
‐um
と
い
う
つ
づ
り
を
頭
に
お
い
て
規
定
し
た
か
な
づ
か
い
で
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。
和
語
の
ヨ
ロ
シ
ュ
ー
ゴ
ザ
イ
マ
ス
を
「
よ
ろ
し
ゅ
う
…
…
」
と
書
い
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
書
く
と
い
う
点
に
は
、
完
全
な
混
乱
が
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
な
ど
も
、
当
然
ケ
ネ
デ
ィ
ー
と
書
く
べ
き
で
、
も
し
原
語
に
近
い
こ
と
を
ね
ら
う
な
ら
ば
ケ
ネ
リ
と
書
く
べ
き
で
あ
る
。
記
述
は
少
し
荒
い
が
、
こ
れ
は
、
前
節
に
引
い
た
拙
稿
の
趣
旨
と
重
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
見
よ
り
は
る
か
に
過
激
な
言
説
で
あ
る
。
外
国
語
由
来
の
片
仮
名
表
記
が
奇
妙
な
事
態
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
、
か
か
る
現
象
は
今
や
日
常
茶
飯
事
で
あ
る
。
次
節
か
ら
、
外
国
語
音
を
仮
名
で
表
記
す
る
際
に
生
ず
る
問
題
を
広
く
考
え
る
。
初
め
に
い
わ
ゆ
る
「
中
国
語
」
を
対
象
に
す
る
。
こ
の
「
中
国
語
」
と
い
う
呼
称
は
、
言
語
学
的
に
は
不
正
確
で
あ
る
。
漢
人
の
言
語
の
意
で
「
漢
語
」
と
す
べ
き
な
の
だ
が
、
非
専
門
の
方
々
に
も
読
ま
れ
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
こ
こ
で
は
、
世
に
ふ
つ
う
に
行
わ
れ
る
呼
称
「
中
国
語
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
３　
「
華
為
」
の
怪
一
昨
年
十
二
月
、
中
国
の
通
信
機
器
の
大
企
業
、「
華
為
技
術
」
の
最
高
財
務
責
任
者
た
る
孟もう
晩ばん
舟しゅう
氏
が
、
米
国
政
府
の
要
請
を
う
け
て
カ
ナ
ダ
で
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
米
中
両
国
の
関
係
が
一
気
に
悪
化
し
、
そ
れ
に
関
す
る
報
道
は
連
日
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
わ
せ
た
。
そ
れ
自
体
、
国
際
的
・
政
治
的
な
問
題
で
あ
る
が
、
わ
た
し
の
関
心
は
、
そ
の
企
業
名
の
「
華か
為い
」
に
あ
る
。
「
華
為
」
は
、
放
送
で
は
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
」
と
読
ま
れ
、
片
仮
名
表
記
も
そ
の
ま
ま
で
、
新
聞
報
道
も
異
な
る
こ
と
が
な
い
。
だ
が
、
こ
の
企
業
名
「
華
為
」
の
ロ
ー
マ
字
表
記
はʻH
U
A
W
EIʼ
で
あ
る
。
孟
氏
の
母
国
、
中
華
人
民
共
和
国
の
「
中
華
」
は
、
ピ
ン
イ
ン
で
zhōnghuá
と
書
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
華
為
の
「
華
」
の
発
音
は
基
本
的
に
はhuá
で
あ
る
。
そ
の
「
華
」
を
含
む
若
干
の
語
の
発
音
を
順
不
同
に
示
す
と
、「
華
南
」
はhuánám
、「
繁
華
」
はfánhuá
、
「
華
麗
」
はhuálì
、「
豪
華
」
はháohuá
、「
華
飾
」
はhuáshì
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
語
が
変
わ
っ
て
も
、「
華
」
の
発
音
は
変
わ
ら
な
い
。
「
華
為
技
術
」
の
「
華
」
を
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
「
フ
ァ
」
と
書
き
、
そ
う
読
む
わ
け
だ
が
、
そ
の
根
拠
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
昭
和
四
十
七
年
、
中
国
か
ら
贈
ら
れ
た
二
頭
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
が
東
京
の
上
野
動
物
園
に
来
た
。
そ
の
愛
称
は
康
康
（
カ
ン
カ
ン
）
と
蘭
蘭
（
ラ
ン
ラ
ン
）
で
あ
っ
た
。
上
野
動
物
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
そ
れ
以
後
に
日
本
に
来
た
パ
ン
ダ
の
愛
称
は
、
第
二
代
が
歓
歓
（
ホ
ァ
ン
ホ
ァ
ン
）、
第
三
代
が
飛
飛
（
フ
ェ
イ
フ
ェ
イ
）、
い
ず
れ
137　外国語音の仮名表記
も
漢
字
一
字
の
音
を
繰
り
返
し
て
呼
ぶ
も
の
で
、
中
国
人
社
会
の
幼
児
の
呼
び
方
の
慣
例
を
模
し
た
の
だ
と
思
う
。
第
二
代
パ
ン
ダ
の
愛
称
に
用
い
ら
れ
た
「
歓
」
の
発
音
は
、
北
京
官
話
で
はhuān
で
あ
り
、「
華
為
技
術
」
の
「
華
」
の
そ
れ
はhuá
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
漢
字
の
母
音
部
分
は
全
同
な
の
だ
か
ら
、
仮
名
書
き
も
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
た
し
の
学
ん
だ
初
級
中
国
語
の
知
識
で
は
、
語
頭
音
が
片
仮
名
「
フ
」
で
書
か
れ
る
漢
字
の
頭
子
音
の
ピ
ン
イ
ン
表
記
は
ｆ
で
、
例
え
ば
、
夫
婦
（fūfù　
フ
ー
フ
）、
発
音
（fāīn　
フ
ァ
ー
イ
ン
）、
法
律
（fālù　
フ
ァ
ー
ル
ー
）、
富
豪
（fùháo　
フ
ー
ハ
オ
）
で
あ
っ
た
。
右
の
パ
ン
ダ
の
愛
称
を
同
じ
よ
う
に
ピ
ン
イ
ン
表
記
す
る
と
、「
歓
歓
」
はhuānhuān
、「
飛
飛
」
はfēifēi
で
あ
り
、
会
社
名
の
「
華
為
」
はhuáw
èi
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
何
の
問
題
も
な
い
。
わ
た
し
が
問
題
視
す
る
の
は
、
日
本
の
報
道
で
、
こ
れ
が
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
」
と
書
か
れ
、
か
つ
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
華
為
＝fāw
èi
と
な
る
。
こ
ん
な
変
な
こ
と
が
な
ぜ
起
こ
る
の
だ
ろ
う
。
４　
意
外
な
結
末
日
本
列
島
に
住
む
人
々
が
西
洋
の
言
語
に
初
め
て
本
格
的
に
接
し
た
の
は
、
十
六
世
紀
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
ラ
テ
ン
語
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
江
戸
時
代
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
語
や
中
国
語
も
流
通
し
、
幕
末
に
は
英
語
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
の
時
代
が
訪
れ
た
。
明
治
維
新
か
ら
百
五
十
年
の
い
ま
、
公
教
育
の
小
学
校
で
は
英
語
の
学
習
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
H
U
A
W
EY
の
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
」
で
行
き
づ
ま
っ
た
わ
た
し
は
、
専
門
家
の
教
え
を
請
う
べ
く
、
中
国
語
学
者
で
北
海
道
文
教
大
学
教
授
の
佐
藤
進
氏
に
助
言
を
求
め
た
。
即
座
に
返
っ
て
き
た
佐
藤
氏
の
懇
切
な
教
示
に
よ
っ
て
、
我
が
疑
問
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
氷
解
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
余
り
に
も
意
外
で
あ
っ
け
な
い
結
末
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
、
す
な
わ
ちH
U
A
W
EY
を
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
」
と
読
み
書
き
す
る
違
和
感
を
、
佐
藤
氏
は
、
つ
と
に
他
の
中
国
語
学
者
た
ち
と
話
題
に
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
佐
藤
氏
に
よ
る
と
、
何
し
ろ
当
の
会
社
の
日
本
法
人
で
あ
る
「
華
為
技
術
日
本
株
式
会
社
」
が
、
仮
名
表
記
を
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
公
称
し
て
い
る
の
で
、
は
た
の
人
間
が
口
出
し
す
る
余
地
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
、
誰
か
が
言
挙
げ
し
た
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
電
子
メ
ー
ル　
2019.3.23
）。
そ
の
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
開
い
た
扇
子
の
よ
う
な
八
弁
の
花
び
ら
状
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
、
ロ
ー
マ
字
表
記
のH
U
A
W
EY
、
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片
仮
名
の
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
」
が
あ
る
。
報
道
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
法
人
は
、
な
ぜ
、
か
か
る
紛
ら
わ
し
い
仮
名
表
記
を
採
用
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
通
る
な
ら
、
上
野
動
物
園
の
第
二
代
パ
ン
ダ
の
愛
称
「
歓
歓
」
は
、「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
昨
年
十
二
月
、
わ
た
し
は
、
た
ま
た
ま
出
講
し
て
い
た
関
市
の
市
民
大
学
の
教
室
で
、
萬
葉
集
講
座
の
出
席
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
試
み
た
。
そ
の
質
問
の
後
半
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
」
と
い
う
会
社
名
は
、
英
語
圏
で
は
、
当
然
ロ
ー
マ
字
で
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
頭
文
字
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
思
い
つ
い
た
一
字
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
大
半
が
還
暦
過
ぎ
と
思
わ
れ
る
十
七
人
の
受
講
者
の
回
答
数
は
、
Ｆ
：
10
、
Ａ
：
２
、
Ｐ
：
１
、
Ｗ
：
１
、
Ｈ
：
０
、
無
回
答
：
３
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
安
堵
し
た
。
片
仮
名
「
フ
ァ
」
で
写
さ
れ
る
外
国
語
音
に
対
す
る
、
こ
れ
こ
そ
正
常
な
日
本
語
話
者
の
感
覚
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
日
本
人
の
文
字
学
習
の
過
程
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
。
大
半
の
日
本
人
は
、
小
学
校
低
学
年
ま
で
に
仮
名
文
字
を
学
ぶ
。
そ
れ
は
一
般
に
「
五
十
音
図
」
と
い
う
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
や
が
て
、
こ
の
図
に
対
し
て
微
妙
な
違
和
感
を
い
だ
く
機
会
が
訪
れ
る
。
典
型
的
に
は
、
ヘ
ボ
ン
式
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
を
学
ぶ
時
で
あ
る
。
ま
ず
サ
行
の
「
シ
」、
次
い
で
タ
行
の
「
チ
」「
ツ
」、
そ
し
て
ハ
行
の
「
フ
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
行
の
他
の
拍
と
同
じ
子
音
で
書
く
こ
と
に
不
自
然
さ
を
感
ず
る
か
ら
で
あ
る
。H
U
A
W
EY
の
仮
名
書
き
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
」
に
つ
い
て
も
同
様
だ
ろ
う
、
と
わ
た
し
は
考
え
る
。
な
お
、
音
声
学
を
少
し
修
め
る
と
、「
ヒ
」
の
子
音
が
「
フ
」
の
子
音
と
も
、「
ハ
・
ヘ
・
ホ
」
の
子
音
と
も
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
。
だ
が
、
日
本
で
普
及
し
た
ロ
ー
マ
字
表
記
に
こ
れ
が
反
映
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
年
前
に
着
手
し
た
本
稿
の
執
筆
は
一
向
に
進
ま
な
か
っ
た
。
酷
暑
と
焦
り
で
苦
し
ん
で
い
た
八
月
十
三
日
午
後
、
時
事
通
信
社
が
「
米
、
中
国
５
社
の
取
引
停
止
」
と
い
う
記
事
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
配
信
し
た
。
そ
の
題
に
言
う
「
５
社
」
の
う
ち
の
一
社
は
、「
浙
江
大
華
技
術
（
ダ
ー
フ
ァ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）」
で
あ
る
。
そ
れ
を
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
』
で
し
ら
べ
る
と
、
英
語
名
はʻD
ahua　
T
echnologyʼ
と
あ
る
。
社
名
の
「
華
」
の
中
国
音ʻhuaʼ
を
、「
ホ
ア
」
な
ら
ぬ
「
フ
ァ
」
と
し
た
の
は
、「
華
為
」
を
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
」
と
書
い
た
こ
と
に
通
ず
る
。
日
本
の
企
業
社
会
や
報
道
の
世
界
に
は
、
か
か
る
風
潮
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
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５　
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」
を
考
え
る
国
際
関
係
の
大
き
な
話
題
が
米
中
間
のH
U
A
W
EI
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
、
和
歌
山
県
田
辺
市
の
富
豪
の
変
死
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
人
は
よ
ほ
ど
の
艶
福
家
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
中
世
ス
ペ
イ
ン
の
伝
説
の
放
蕩
児
の
名
に
よ
っ
て
「
紀
州
の
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
で
知
ら
れ
る
そ
の
名
の
ス
ペ
イ
ン
語
形ʻD
on　
Juanʼ
を
、
日
本
語
で
読
ん
だ
の
が
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」
だ
と
い
う
。『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
』
に
よ
る
と
、
昭
和
廿
四
年
に
、
ホ
セ
゠
ソ
リ
ー
リ
ャ
の
戯
曲
が
、
高
橋
正
武
の
翻
訳
で
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
・
テ
ノ
ー
リ
オ
」
と
し
て
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
訳
書
が
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」
の
表
記
を
日
本
社
会
に
定
着
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
ら
し
い
の
だ
が
、
そ
の
詳
細
を
わ
た
し
は
ま
だ
極
め
え
ず
に
い
る
。
わ
た
し
は
中
学
生
の
と
き
、
エ
ロ
ー
ル
・
フ
リ
ン
主
演
の
米
国
映
画
「
ド
ン
・
フ
ァ
ン
の
冒
険
」
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
が
好
色
漢
た
る
こ
と
は
知
ら
ず
、
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
活
劇
場
面
に
あ
り
、
原
題
な
ど
に
は
無
頓
着
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
も
し
「
フ
ァ
ン
」
の
綴
り
を
問
わ
れ
て
い
た
ら
、「Fan
か
な
、Fun
か
な
」
と
で
も
答
え
た
だ
ろ
う
。
原
題
を
調
べ
る
と
、ʻA
dventures　
of　
D
on　
Juanʼ
と
あ
る
。「
フ
ァ
ン
」
の
語
頭
に
相
当
す
る
子
音
は
、
Ｆ
な
ら
ぬ
Ｊ
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
わ
た
し
の
ス
ペ
イ
ン
語
に
わ
か
勉
強
が
始
ま
っ
た
。《
日
‐
西
》
の
対
訳
辞
書
『
改
訂
版
和
西
辞
典
』（
白
水
社　
2001
）
を
見
る
と
、「
ド
ン
・
フ
ァ
ン　
D
on Juan
」
と
あ
り
、
今
の
日
本
の
報
道
に
見
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、《
西
‐
日
》
の
対
訳
辞
書
『
ク
ラ
ウ
ン
西
和
辞
典
』（
三
省
堂　
2012
）
に
は
、Juan
は
男
子
の
固
有
名
と
し
て
掲
出
さ
れ
、
発
音
は
［xuan
］、
仮
名
表
記
は
「
フ
ア
ン
」
で
、
「
ア
」
は
小
書
き
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
辞
典
に
は
、
普
通
名
詞
「fan
（
英
）」
が
掲
出
さ
れ
、
対
訳
は
、
小
字
の
「
ァ
」
に
よ
っ
て
「
フ
ァ
ン
、
愛
好
者
、
ひ
い
き
」
と
あ
る
。
こ
の
二
語
を
仮
名
表
記
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
ア
」
の
大
小
で
書
き
分
け
た
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
の
入
門
書
に
よ
る
と
、
男
子
名Juan
のʻJuʼ
の
読
み
［xu
］
は
、
唇
を
狭
め
て
発
音
す
る
日
本
語
の
「
フ
」
に
は
遠
く
、
む
し
ろ
、
喉
の
奥
か
ら
強
く
息
を
出
す
「
ホ
」
に
近
い
音
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、Juan
の
仮
名
書
き
は
、
む
し
ろ
「
ホ
ワ
ン
」
が
適
当
な
の
だ
と
い
う
。
堀
内
克
明
監
修
の
『
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
略
語
辞
典
』
第
四
版
（
自
由
国
民
社　
2011
）
も
「
ア
」
の
大
小
を
生
か
し
た
記
述
で
、「
ド
ン
・
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フ
ア
ン
が
正
し
い
が
、
間
違
っ
て
ド
ン
・
フ
ァ
ン
と
も
い
う
」
と
厳
し
い
。
英
語
を
母
語
と
す
る
人
た
ち
は
、
一
般
にJuan
を
［hw
aːn
］
と
読
む
の
だ
か
ら
、
語
頭
を
「
フ
ァ
」
と
仮
名
書
き
し
た
ら
変
だ
と
思
う
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
わ
た
し
に
は
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
［x
］
や
［h
］
に
続
く
［w
a
］
の
発
音
は
、
初
級
英
語
の
時
間
に
教
わ
っ
た
、w
hat, w
hy, w
hich, w
hile 
な
ど
、
綴
り
がʻw
hʼ
に
始
ま
る
語
の
発
音
に
通
う
。
教
科
書
に
密
着
し
て
ア
ン
チ
ョ
コ
な
ど
と
呼
ば
れ
た
学
習
参
考
書
に
は
、
原
文
の
読
み
方
が
片
仮
名
で
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
各
語
は
、「
ホ
ワ
ッ
ト
」「
ホ
ワ
イ
」
な
ど
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
フ
ワ
ッ
ト
」「
フ
ワ
イ
」
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
だ
が
、
何
し
ろ
七
十
年
も
前
の
記
憶
な
の
で
、
甚
だ
こ
こ
ろ
も
と
な
い
。
そ
こ
で
、
三
省
堂
編
修
所
編
『
カ
タ
カ
ナ
で
引
け
る
英
和
辞
典
』
（
三
省
堂 2000
）
に
よ
っ
て
上
記
の
語
な
ど
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ホ
ワ
ト
＝w
hát　
何　
　
ホ
ワ
イ
＝w
hý　
な
ぜ
、
ど
う
し
て
ホ
ウ
ィ
チ
＝w
hích　
ど
れ
、
ど
ち
ら
ホ
ウ
ェ
ン
＝w
hén　
い
つ
ホ
ウ
ェ
ア
＝w
hére　
ど
こ
（
に
〔
で
、
へ
、
か
ら
〕）
フ
ー
＝w
hó　
だ
れ
、
ど
ん
な
人
こ
れ
ら
は
、
わ
た
し
の
記
憶
の
底
に
沈
ん
で
い
た
仮
名
表
記
に
等
し
い
。
こ
の
辞
典
に
は
、w
hite
＝
ホ
ワ
イ
ト
、w
heel
＝
ホ
ウ
ィ
ー
ル
、
w
hale
＝
ホ
エ
ー
ル
、w
histle
＝
ホ
イ
ッ
ス
ル
な
ど
も
あ
る
。
も
う
一
点
、
研
究
社
辞
書
編
集
部
編
『
カ
タ
カ
ナ
で
引
く
ス
ペ
リ
ン
グ
辞
典
』（
研
究
社 2003
）
に
よ
っ
て
も
、
三
省
堂
版
と
異
な
ら
な
い
結
果
が
得
ら
れ
た
が
、
重
複
を
厭
う
て
こ
こ
に
は
引
か
な
い
。
以
上
の
記
述
か
ら
、‘w
h’
で
始
ま
る
英
語
の
音
を
日
本
語
に
摂
取
す
る
ば
あ
い
、「
ウ
ー
」
へ
と
続
く
も
の
以
外
は
、「
ホ
」
の
仮
名
で
書
く
伝
統
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
音
素
文
字
で
書
か
れ
た
英
語
を
音
節
文
字
の
仮
名
で
書
く
に
は
、
こ
れ
が
最
も
適
切
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
日
本
語
の
「
フ
」
と
「
ホ
」
を
比
べ
る
と
、「
フ
」
の
子
音
は
両
唇
摩
擦
音
で
気
息
が
強
い
。
そ
れ
対
し
て
、「
ホ
」
は
声
門
音
で
気
息
が
弱
い
。
そ
こ
で
、［ho
］
に
続
け
て
［w
］
や
母
音
が
発
音
さ
れ
る
と
、
そ
の
［w
］
や
、
続
く
［
ａ
］［
ｉ
］［
ｅ
］［
ｏ
］
が
響
い
て
、［ho
］
の
母
音
は
余
り
耳
に
つ
か
な
い
。
そ
れ
で
、
こ
の
仮
名
書
き
が
定
着
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
単
語
が
、
英
国
で
は
［h
］
が
発
音
さ
れ
な
い
伝
統
が
あ
る
の
は
そ
の
せ
い
か
、
と
素
人
の
わ
た
し
は
思
う
。
中
世
ス
ペ
イ
ン
の
伝
説
の
色
男‘D
on Juan’
に
対
し
て
、
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
伝
説
の
義
賊
ロ
ビ
ン
゠
フ
ッ
ド
が
い
る
。
ド
ン
・
フ
ァ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、「
フ
ッ
ド
」
の
綴
り
を
問
わ
れ
た
ら
、
わ
た
し
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な
ど
は‘Food’
と
答
え
か
ね
な
い
が
、
じ
つ
は‘H
ood’
な
の
で
あ
っ
た
。
上
田
和
夫
編
『
イ
ギ
リ
ス
文
学
辞
典
』（
研
究
社　
2004
）
の
示
す
発
音
は
［hód
］
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
ハ
行
の
仮
名
で
摂
取
さ
れ
た
外
国
語
と
日
本
語
と
の
ず
れ
が
あ
る
。
な
お
、
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
に
多
く
用
い
ら
れ
る
止
め
金
具
「
ホ
ッ
ク
」
の
綴
り
は‘hook’
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
物
を
吊
り
下
げ
る
た
め
に
壁
や
柱
な
ど
に
取
り
付
け
る
鉤
の
「
フ
ッ
ク
」
で
も
あ
る
の
だ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
色
男
の
名
は
、
日
本
に
は
少
し
ず
れ
た
形
で
は
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
少
し
神
経
を
は
た
ら
か
せ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
避
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
中
国
語
「
華
為
」
の
ロ
ー
マ
字
表
記ʻH
U
A
W
EIʼ
の
仮
名
書
き
は
「
ホ
ア
ウ
ェ
イ
」
で
い
い
。
こ
れ
が
わ
た
し
の
考
え
で
あ
る
。
６　
「
江
華
島
」
を
め
ぐ
っ
て
日
本
と
同
じ
く
漢
字
文
化
圏
に
属
す
る
朝
鮮
半
島
で
、
漢
字
「
華
」
が
い
か
に
扱
わ
れ
た
か
を
考
え
た
い
。
そ
こ
で
選
ん
だ
語
は
、
近
代
日
本
の
外
交
史
上
で
忘
れ
難
い
地
名
「
江
華
島
」
で
あ
る
。　
自
分
の
机
辺
に
は
、
外
国
の
地
名
な
ど
を
確
か
め
る
た
め
に
開
く
簡
便
な
地
図
と
し
て
、
家
族
が
高
等
学
校
で
使
っ
た
検
定
済
教
科
書
が
二
点
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
『
国
民
百
科
事
典
』
の
地
図
の
巻
も
よ
く
使
う
。
朝
鮮
の
地
名
に
は
『
朝
鮮
語
辞
典
』（
小
学
館　
1993
）
の
「
朝
鮮
半
島
全
図
」
も
使
う
が
、
こ
れ
は
漢
字
と
ハ
ン
グ
ル
の
併
記
な
の
で
、
日
本
語
読
み
を
考
え
る
に
は
役
だ
た
な
い
。
上
記
の
教
科
書
二
点
の
う
ち
、『
高
等
地
図
』（
秀
文
出
版　
1975
検
定　
以
下
、
Ａ
と
す
る
）
は
、「
朝
鮮
（
南
北
朝
鮮
）」
の
ペ
ー
ジ
で
、
仮
名
表
記
に
時
々
漢
字
を
括
弧
書
き
し
て
い
る
。
目
当
て
の
地
名
は
「
カ
ン
ホ
ワ
（
江
華
）
湾
」
と
あ
る
。
も
う
一
点
の
『
高
等
学
校
地
図
』
改
訂
版
（
二
宮
書
店　
1985
検
定　
以
下
、
Ｂ
）
の
「
朝
鮮
・
中
国
東
北
地
方
部
」
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
仮
名
書
き
の
地
名
に
漢
字
を
併
記
し
て
「
カ
ン
ホ
ワ
（
江
華
）
島
」
が
あ
る
。
な
お
、
北
朝
鮮
の
広
域
地
名
の
「
黄
海
南
道
」
に
は
、「
ホ
ア
ン
へ
ナ
ム
（
黄
海
南
）」
の
表
記
が
あ
る
。
『
国
民
百
科
事
典
』
の
「
地
図
」（
平
凡
社　
1979
）
は
地
名
の
記
載
密
度
が
低
く
、「
江
華
」
は
見
え
な
い
。
そ
こ
で
、
発
行
時
期
が
Ａ
・
Ｂ
に
近
い
世
界
地
図
を
探
し
て
、『
万
有
百
科
大
事
典
』
の
別
巻
２
『
世
界
大
地
図
』（
小
学
館　
1976　
以
下
、
Ｃ
）
に
出
会
っ
た
。
こ
れ
は
地
名
の
記
載
密
度
が
高
く
、
カ
ン
ホ
ワ
（
江
華
）
と
あ
る
ほ
か
、
ホ
ワ
チ
ョ
ン
（
華
川
）、
ホ
ワ
ス
ン
（
華
順
）
も
あ
る
。「
華
」
は
す
べ
て
「
ホ
ワ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
特
色
と
す
る
岐
阜
県
図
書
館
で
近
年
の
検
定
済
教
科
書
が
得
ら
れ
た
。『
新
高
等
地
図
』（
東
京
書
籍　
2012　
以
下
、
D
）
に
は
、「
カ
ン
フ
ァ
島　
江
華
」、「
フ
ァ
チ
ョ
ン　
華
川
」、「
フ
ァ
ン
へ　
黄
海
」
が
見
え
、『
詳
解
現
代
地
図
』（
二
宮
書
店　
2016　
以
下
、
Ｅ
）
に
は
「
カ
ン
フ
ァ
（
江
華
）
島
」、「
フ
ァ
チ
ョ
ン　
華
川
」、「
フ
ァ
ン
へ
ナ
ム
ド　
黄
海
南
道
」
が
あ
る
。
右
記
の
よ
う
に
、
朝
鮮
の
地
名
「
江
華
」
の
読
み
が
、
地
図
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
で
は
「
カ
ン
ホ
ワ
」、
地
図
D
・
Ｅ
で
は
「
カ
ン
フ
ァ
」
な
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
本
稿
の
出
発
点
に
な
っ
た
、
中
国
の
一
企
業
名
の
「
華
為　
H
U
A
W
EY
」
が
「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
」
と
書
か
れ
た
こ
と
に
似
て
い
る
。「
江
華
」
の
読
み
が
「
カ
ン
ホ
ワ
」
と
書
か
れ
た
地
図
三
点
の
う
ち
、
最
も
遅
い
Ｂ
は
昭
和
末
年
の
発
行
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
か
ら
結
論
す
る
の
は
危
険
だ
が
、
ざ
っ
く
り
言
う
と
、
か
つ
て
は
「
カ
ン
ホ
ワ
」
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
平
成
期
以
後
、「
カ
ン
フ
ァ
」
が
広
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
疑
問
を
か
か
え
て
一
年
近
い
彷
徨
の
末
に
巡
り
合
っ
た
の
が
、
財
団
法
人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
編
著
の
『
新　
地
名
表
記
の
手
引
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い　
1994
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
文
部
省
の
委
嘱
に
よ
っ
て
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
指
導
の
用
に
供
す
べ
く
作
ら
れ
た
『
地
名
表
記
の
手
引
』（1978
）
の
改
訂
版
で
あ
る
。
そ
れ
に
携
わ
っ
た
改
訂
調
査
研
究
会
委
員
は
廿
人
、
朴ぱく
と
い
う
朝
鮮
人
ら
し
い
名
も
見
え
、
わ
た
し
が
知
る
著
名
な
国
語
学
者
二
人
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
〔
付
表
１
〕「
地
名
の
書
き
方
の
例
」
の
（
３
）「
韓
国
・
北
朝
鮮
の
地
名
」
に
は
百
十
の
地
名
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
「
カ
ン
フ
ァ
（
江
華
）
島　
K
anghw
a-do
」
で
あ
る
。
旧
版
で
は
「
カ
ン
ホ
ワ
〔
島
〕K
anghuw
a　
江
華
」
で
あ
っ
た
。「
江
華
」
の
読
み
が
「
カ
ン
ホ
ワ
」
か
ら
「
カ
ン
フ
ァ
」
に
変
わ
っ
た
の
は
、
ど
う
も
人
為
に
よ
る
結
果
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
類
似
の
音
を
も
つ
「
黄
海
」
は
「
フ
ァ
ン
へ　
H
w
anghae
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
江
華
島
」
は
国
語
辞
書
に
も
載
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
の
変
化
の
跡
が
見
ら
れ
る
か
、
二
三
の
辞
書
に
当
た
っ
て
み
た
。
ま
ず
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館　
2001
）
は
、「
江
華
島
」
と
そ
の
「
事
件
」「
条
約
」
の
三
項
目
を
載
せ
る
が
、
朝
鮮
語
読
み
へ
の
言
及
は
な
い
。
中
辞
典
で
は
、『
広
辞
苑
』
第
六
版
（
岩
波
書
店　
2008
）
が
、
参
照
項
目
と
し
て
「
カ
ン
フ
ァ
ド
」
を
掲
げ
る
。
電
子
辞
書
『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』（
小
学
館
）
は
、「
江
華
島
」
の
語
義
記
述
に
「
カ
ン
ホ
ワ
ド
。
―
事
件
【
江
華
島
事
件
】」
と
古
い
読
み
を
残
し
て
い
る
。
『
大
辞
泉
』
第
二
版
（2012
）
の
紙
の
辞
書
は
新
し
い
「
カ
ン
フ
ァ
ド
」
で
あ
る
。『
新
辞
林
』
第
一
版
（
三
省
堂　
1992
）
は
、
古
い
「
カ
ン
ホ
ア
ド
」
を
残
し
て
い
る
。
今
世
紀
刊
行
の
辞
書
が
変
更
後
の
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「
カ
ン
フ
ァ
」
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
一
件
は
落
着
し
た
が
、
疑
問
が
一
つ
残
っ
た
。
朝
鮮
語
「
華
」
の
ハ
ン
グ
ル
表
記
は
「
」、
音
声
表
記
は
［hw
a
］
で
、
声
門
音
［
ｈ
］
で
始
ま
る
。
新
し
い
仮
名
表
記
は
「
フ
ァ
」、
両
唇
摩
擦
音
［
ɸ
］
で
始
ま
る
。
わ
た
し
の
耳
は
そ
の
違
い
に
な
じ
め
な
い
の
で
あ
る
。
朝
鮮
語
の
母
語
話
者
は
そ
れ
に
違
和
感
を
覚
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
日
本
人
が
片
仮
名
「
フ
」
で
表
記
す
る
英
語
、
例
え
ば
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
＝fam
ily
」
が
、
韓
国
で
は 
 
と
書
か
れ
る
な
ど
、ʻfʼ
は
激
音
［p‘
］
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
７　
外
来
語
仮
名
遣
い
以
上
、
中
国
の
企
業
名
「
華
為
」
の
仮
名
表
記
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
名
前ʻD
on　
Juanʼ
の
仮
名
表
記
と
読
み
か
た
、
韓
国
の
地
名
「
江
華
島
」
の
仮
名
表
記
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
た
。
対
象
に
な
っ
た
音
声
は
中
国
語
の
［h
］、
ス
ペ
イ
ン
語
の
［x
］、
朝
鮮
語
の
［h
］、
そ
し
て
日
本
語
の
［ɸ
］
で
あ
っ
た
。
英
語
の
仮
名
表
記
を
自
分
の
初
級
英
語
と
比
べ
る
べ
く
、
千
葉
県
の
柏
市
立
中
学
校
二
年
生
の
孫
に
頼
ん
で
、
級
友
十
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
試
み
た
。ʻW
hat　
is　
this?ʼ
ほ
か
、
疑
問
詞ʻw
hichʼ　
‘w
henʼ
を
含
む
短
文
を
示
し
て
、
そ
れ
ら
の
読
み
方
を
問
う
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
示
す
と
、w
hat
（
ワ
ッ
ト
：
７　
ホ
ヮ
ッ
ト
：
２　
フ
ァ
ッ
ト
：
１
）、w
hich
（
ウ
ィ
ッ
チ
：
８　
フ
ィ
ッ
チ
：
２
）、w
hen
（
ウ
ェ
ン
：
８　
フ
ェ
ン
：
１　
ホ
エ
ン
：
１
）
で
あ
っ
た
。
余
り
に
も
さ
さ
や
か
な
調
査
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
何
か
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ワ
ッ
ト
型
の
増
加
、
フ
ァ
ッ
ト
型
の
出
現
、
ホ
ヮ
ッ
ト
型
の
減
少
が
う
か
が
え
る
。
先
に
金
田
一
氏
の
著
書
か
ら
引
い
た
、「
カ
ル
シ
ウ
ム
」「
カ
リ
ウ
ム
」
と
書
く
た
ぐ
い
は
、
原
語
のʻ-um
ʼ
と
い
う
綴
り
を
意
識
し
て
規
定
し
た
仮
名
づ
か
い
だ
と
い
う
。
こ
の
規
定
の
理
念
を
わ
た
し
流
に
換
言
す
る
と
、「
外
来
語
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
で
あ
る
。
片
仮
名
は
、
「si
」
の
音
な
ら
「
シ
」
の
仮
名
で
、「
ｕ
」
の
音
な
ら
「
ウ
」
の
仮
名
で
表
記
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
語
史
上
に
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
「
表
音
」
機
能
を
そ
の
存
在
価
値
と
し
て
き
た
文
字
で
あ
る
。
今
、
ʻriuʼ
の
文
字
列
を
［ryuː
］
と
読
ん
で
い
る
の
に
、
そ
れ
が
外
来
語
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
「
リ
ウ
」
と
書
く
こ
と
は
許
せ
な
い
、
と
金
田
一
氏
は
言
う
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
類
す
る
外
来
語
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
か
つ
て
広
く
行
わ
れ
た
語
に
は
、
ラ
ヂ
オ
・
ガ
レ
ー
ヂ
・
ス
タ
ヂ
ア
ム
・
ブ
リ
ッ
ヂ
、
ビ
ー
ヅ
な
ど
も
あ
る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
・
甲
子
園
ボ
ウ
ル
は
今
も
行
わ
れ
、
ス
タ
ヂ
ア
ム
は
企
業
名
に
残
り
、
ビ
ル
ヂ
ン
グ
は
名
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屋
駅
前
に
現
存
す
る
。
日
本
の
国
語
政
策
は
、
漢
字
の
字
数
・
種
類
・
字
体
、
仮
名
遣
い
の
制
定
に
は
極
め
て
熱
心
だ
っ
た
が
、
外
来
語
に
つ
い
て
は
淡
白
で
あ
っ
た
。
早
く
国
語
審
議
会
報
告
「
外
来
語
の
表
記
に
つ
い
て
」（1954
）
が
出
た
が
、
こ
れ
は
「
報
告
」
で
止
ま
っ
て
、
内
閣
告
示
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
新
し
い
報
告
が
内
閣
告
示
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
三
十
七
年
後
の
「
外
来
語
の
表
記
」（1991
）
で
あ
る
。
内
容
は
広
範
囲
に
わ
た
る
が
、
そ
の
規
定
は
た
い
そ
う
緩
や
か
で
、
例
外
と
慣
用
を
広
く
認
め
て
い
る
。
そ
の
内
閣
告
示
を
少
し
見
る
と
、
金
田
一
氏
が
言
及
し
た
項
は
、
「
カ
リ
ウ
ム
」
な
ど
が
原
則
で
、「
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
」
の
よ
う
な
慣
用
も
あ
る
、
と
い
う
寛
大
さ
で
あ
る
。「
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
」
の
た
ぐ
い
は
、
「
ク
ア
ル
テ
ッ
ト
」
と
書
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
上
で
、「
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
」
と
書
く
慣
用
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
三
本
立
て
で
あ
る
。『
岩
波
国
語
辞
典
』
第
八
版
（2019
）
で
は
、
改
訂
方
針
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
見
本
と
し
な
が
ら
、「
ス
チ
ー
ム
」
の
慣
用
も
「
ス
テ
ッ
キ
」
の
慣
用
も
認
め
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
内
閣
告
示
の
「
前
書
き
」
に
は
、「
法
令
、
公
用
文
書
、
新
聞
、
雑
誌
、
放
送
な
ど
、
一
般
の
社
会
生
活
に
お
い
て
」、
外
来
語
の
表
記
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
す
も
の
だ
と
あ
る
が
、
そ
の
実
効
性
は
た
い
そ
う
疑
わ
し
い
。
ほ
と
ん
ど
野
放
し
状
態
な
の
で
、
こ
れ
が
収
束
す
る
見
通
し
は
な
い
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
追
記　
 
前
稿
の
発
行
か
ら
少
し
お
く
れ
て
、
小
椋
秀
樹
さ
ん
の
「
書
き
言
葉
と
話
し
言
葉
に
お
け
る
外
来
語
語
末
長
音
の
ゆ
れ
」（『
論
究
日
本
文
學
』109
号
（
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会　
2018.12
）
が
出
た
。
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
扱
っ
た
詳
細
な
考
察
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
ダ
ラ
ス
事
件
の
報
道
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
大
統
領
の
表
記
が
一
様
に
「
ケ
ネ
デ
ィ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
、
石
野
博
史
さ
ん
の
論
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
附
記　
 
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
朝
鮮
語
に
つ
い
て
大
阪
大
学
の
鄭
聖
汝
教
授
の
教
示
を
仰
い
だ
。 
（2020.10.10　
成
稿
）
 
（
く
ど
う
・
り
き
お　
成
城
大
学
名
誉
教
授
）
